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文献検索セミナー配布資料（2022/05/23:Update） 

蔵書検索の使いかた 

蔵書検索：東京学芸大学附属図書館で所蔵している資料を検索するデータベース 

※OPAC＝Online Public Access Catalog＝オンライン蔵書目録 

キーワード、タイトル、著者名、出版社、出版年等詳細条件を指定して検索可能。 

・結果画面の見方（図書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所在、請求記号、資料 IDを確認。 

状況に「貸出中（年/月/日）」とあった場合はその日が返却期限で他の人が貸出中。 

 

・結果画面の見方（雑誌） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※巻.号→雑誌についている通し番号。〇（△）という記載の場合は〇巻△号。 

    Vol.〇 no.□という記載の場合は〇巻□号。どちらの記載でも意味は同じ。 

  末尾に「+」がついている場合は最新号以降も受入予定。 

雑誌はすべて同一タイトルのため、必要な論文が載っているものを特定するのに巻号は不可欠。 

所在が図書館逐次刊行物（3F○○〇）、図書館 3F○○紀要→バックナンバーも含めてすべて 3階 

所在が図書館逐次刊行物→書庫（備考に記載がある場合は今年 1年分のみ 3階） 

スライド、資料の 

ダウンロードはこちら 
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CiNii Books の使いかた 

CiNii Books（サイニィブックス）： 

全国の大学図書館等が所蔵する本（図書・雑誌）の情報を検索するデータベース 

キーワード、タイトル、著者名、出版社、出版年等詳細条件を指定して検索可能。 

・結果画面の見方（図書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

該当の図書を所蔵している大学図書館を一覧で確認可能。 

・結果画面の見方（雑誌） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

該当の雑誌を所蔵している大学図書館を一覧で確認可能。 

どの巻号を所蔵しているかも確認できる。  
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CiNii Research の使いかた 

CiNii Research（サイニィ リサーチ）：日本語の学術論文情報を検索するデータベース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要な論文を見つけたらすべきこと 

①記載事項の確認 

 

※巻.号→雑誌についている通し番号。〇（△）という記載の場合は〇巻△号。 

  Vol.〇 no.□という記載の場合は〇巻□号。どちらの記載でも意味は同じ。 

末尾に「+」がついている場合は最新号以降も受入予定。 

雑誌はすべて同一タイトルのため、必要な論文が乗っているものを特定するのに巻号は不可欠。 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「詳細検索」をクリックすると、 

 検索条件が細かく指定できる 

 画面が出る。 

②「大学図書館の本を探す」で、 

 日本全国の大学図書館の 

 所蔵状況が探せる。 

③詳細はヘルプを参照。 



4 

 

②所蔵の確認 

 

学芸大附属図書館に所蔵がある場合→③へ 

学芸大附属図書館に所蔵がない場合→別紙参照 

 

③学芸大 OPAC で所蔵を確認する（巻号の見方） 

 

 

所在が図書館逐次刊行物（3F○○〇）、図書館 3F○○紀要→バックナンバーも含めてすべて 3階 

所在が図書館逐次刊行物→書庫（備考に記載がある場合は今年 1年分のみ 3階） 

※場所が分かりにくい場合は図書館職員にご相談ください。 
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J-STAGE の使いかた 

J-STAGE（ジェイ-ステージ）：「科学技術情報発信・流通総合システム」。 

国立研究開発法人科学技術振興機構 (JST) が運営する電子ジャーナルプラットフォーム。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要な論文を見つけたらすべきこと 

①記載事項の確認 

 

 

【公開範囲について】 

「フリー」または「オープンアクセス」→閲覧可能 

「認証あり」→論文の発行機関が管理している購読者番号が必要 

※発行元の学会等の会員や紙媒体の購読者のみ閲覧可能な場合もある。 

 一定期間経過後にフリーやオープンアクセスに切り替わる場合もあるので要確認。 

 

②所蔵情報の確認 

電子媒体での閲覧ができない場合は「蔵書検索」や「Cinii Books」で所蔵状況を確認し、入手方法を検

討する（検索手順は当資料の前半参照）。 
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検索のヒント 

文献検索を行う際は、キーワードの選び方にも注意して検索する必要がある。 

 

【基本のルール】 

1. 1 単語 1 キーワード  

   

2. 表記が変われば別のキーワード  

   

3. 類義語は別キーワード  

 

最初に想定したキーワードで求める結果が出てこない場合は、検索を繰り返して適切なキーワードを探

すことが重要である。また、見つけた論文で用いられている言葉や、論文の著者がキーワードとして設定

している言葉も検索のヒントになることが多い。検索するキーワードに困った場合は、探しているテー

マに関連する分野の事典や辞書を検索してみる方法もある。 

 

 

 


